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平成 12年度より県内初の高層魚礁 (SP-35-2型)が、ウスメバル増殖場として小泊沖に設置され

ている。高層魚礁については山形県などで実証試験は行われているが、特に小泊におけるウスメバル

増殖場としての効果には不明な点が多く残されている。よって、高層魚礁について継続的な効果調査

を実施することにより、その効果を把握する。しかし、当該魚礁は水深 100mとこれまでの魚礁より

も深い水深帯に設置されているため、既存の手法のみでの晴集効果の把握は困難である。よって大水

深帯の婿集魚類を定量化する手法として、計量魚探を用いた解析手法を開発することを目的とする。

〈鼠験研寛方法〉

1.音響調査

魚礁漁場を縦断するように試験船青鵬丸を航行させ、試験船に搭載の計量魚探(シムラット社製:

EK-500)を使用し 38kHz及び 120kHzの音響データを収録した。収録したデータはEP-500でロギング

した後、 BI-500による後処理をし、解析を行なった。

2.環境調査

観測は、多層式 ADCPによる流向・流速、 CTDによる水温・塩分、クロロテックによるクロロフィ

ルa量について調査した。

3.蝿集状況調査

民間船の l本釣りによる試験操業で、蝿集魚の確認と測定(体長、全重量)を行った。また、水中

自航式カメラ (ROV)による鋼集状況の確認を試みた。

〈結果の概要・要約〉

1.音響調査

計量魚探調査は9月、 11月 1月、及び2月に実施し、その時の音響データを BI-500で処理したエ

コ一グラム (2月分)を函 1に示した。人工漁礁に婿集する魚類を把握するには、魚礁と魚群の分離

が重要となってくるが、今年度の収録方法による解析結果では、分離は困難であった。次年度は試験

船の航行速度等EK-500での収録方法を再検討することとした。

2.環境調査

多層式 ADCPによる観測では、 9月、 11月と北北東から北東方向へ一定の流れが観測され、流速は

中層から魚礁上部にかけて 50""'"160cm/secであった。魚礁上部から底層にかけては魚礁による影響

を受けたと恩われる不定方向への流れが観測された。
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crnによる水温、塩分の結果及び、クロロテックによるクロロフィルa量の観測結果を表 lに示した。

3.婿集状況調査

試験操業 (1月、 2月)で採取した魚種の優占種はホッケ 485尾 (25'"'-' 30cm)であり、次いで多か

ったのはウスメパノレ 165 尾 (22~29cm) であった。

ROVによる晴集状況調査は、急潮流で操作が困難であったため、調査は中止とした。

〈主要成果の具体的なデータ〉

層区分

0....5m 
....1伽n
....15m 
....20m 
....25m 
....30m 
....35m 
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....60m 
....65m 
....65.5m 

〈今後の課題〉
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図 1 8ト500で後処理した解析結果 (38kHz)

: (各層平話) 9月14日
水温 塩分 ゆロロフィル..

由民四宜果{各層平盆i
用量降雪f 水温 績分

22.73 33.77 0.172 0.....5m 17.55 33.60 
22.35 33.78 0.152 -1伽n 17.57 33.62 
22.15 33.78 0.144 -15m 17.61 33.66 
22.08 33.77 0.186 .....20m 17.70 33.70 
22.03 33.75 0.202 -25m 17.69 33.73 

21.88 33.74 0.256 
21.89 33.77 0.256 
21却 33却 0.244 
21.95 33.85 0.264 
21.88 33.90 0.206 
21.63 33.94 0.194 
21.45 33.98 0.175 

-30m 17.60 33.72 
-35m 17.42 33.72 
-40m 17.38 33.73 
-45m 17.35 33.75 
-50m 17.29 33.79 
-55m 17.14 33.83 
-60m 16.74 33.95 
-65m 16.31 34.07 

20.お 34.08 0.132 .....70m 15.80 34.22 
19.11 34.14 0.101 -75m 15.52 34.25 

~日
也旦ロフィル・量

0.287 
0.291 
0.264 
0.194 
0.163 
0.213 
0.213 
0.175 
0.152 
0.140 
0.125 
0.125 
0.125 
0.128 
0.125 

音響調査では収録方法の再検討を行ない、魚礁調査に適したEK-500の設定を探る。

ROV調査については比較的潮流が緩やかとされる(漁業者聞き取り)5月を中心に、魚礁内部及

び近傍に婿集する魚類のデータを収集する。

〈結果の発表・活用状況等〉

・水産基盤整備事業報告会で報告。
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